
 
「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」月間 

     
校長  茂呂 宏幸 

落ち葉に秋の深まりを感じる昨今、皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。学校では、１１月２日
(土)に行われる運動会に向け、学校全体が一つになり最終段階の準備を進めております。ぜひ、当日は多くの皆
様にお越しいただき、子どもたちへの温かい声援をお願いいたします。 

さて、今月は、「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」月間です。毎年、新聞やテレビのニュ
ースでは、悲惨な児童虐待事案がさまざま報道され、後を絶ちません。そこで今月は児童虐待についてふれた
いと思います。 

８月、さいたま市より昨年度の児童虐待対応件数についての報道がありました。北部、南部の児童相談所を
合わせた１年間の対応件数は、３１２１件と５年連続３０００件を超えたことが報告されました。対応内容別
では、子どもの目の前で暴力をふるったり、暴言を浴びせたりする夫婦喧嘩などの心理的虐待が最も多く、身
体的虐待、ネグレクト(育児放棄)、性的虐待の順となっています。 

私たちが子どものころは、いたずらや悪いことをすると親に叱られ、おしりを叩かれたり、玄関の外に出さ
れたりすることがしばしばあったような時代でした。また、社会もそのようなことを躾として、容認していた
風潮がありました。しかし今、これらの行為は許されません。殴ったり、蹴ったりなどの暴力や食事を与えな
いなどの行為は、たとえそれが躾や家庭の方針という理由でも、児童虐待になります。また、物などを叩いて
威嚇したり、暴言を吐いたりすることもダメです。 

さらに、最近は『教育虐待』といった言葉も聞かれるようになり、子どもの心や身体が耐えられる限度を超
えて、教育を強制することも問題視されています。「あなたのためだから。」と、一方的な押し付けであった
り、できないことに怒鳴り、責めて自尊心を傷つけたりするといったもので、近年では、勉強だけでなく、習
い事を含む教育全般を指すようにもなってきているそうです。しかしながら、子ども自身が夢や目標をもって
頑張りたいと始めたことに、親として叱咤激励することもあれば、途中で簡単にあきらめ、投げ出そうとする
ときには、たしなめることもあります。どこまでどの程度やらせるか、むずかしいところですが、子どもの可
能性を伸ばしてあげたいという親の思いばかりが強く先行するのではなく、子どもの性格や状況に応じて寄り
添っていくことが大切ではないかと感じています。子どもにとってちょっと耳が痛くなる、痛気持ちいい（イ
タ気持ちいい）程度の小言と称賛、励ましくらいがいいのかもしれません。 

 
我が子のことで悩みや心配のない親はいません。それにもかかわらず、日常生活の中で口ごたえされたり、

反抗的な態度をとられたりすると、つい言葉がきつくなったり、感情的になったりしてしまうことや親子喧嘩
に発展することも当然あると思います。親子だから分かり合えることもありますが、子どもは全くの別人格で
す。暴力や精神的にダメージを与えるような行為は NG であり、それに至る前に、身近で話せる方や専門機関に
相談することが大切です。心配なことは一人で抱え込まず、まずは、相談してみてはどうでしょうか。校長で
も、学校の職員でも構いません。 

『叩かれて育った子は、叩くようになる』といわれることがあります。負の連鎖が起こらないことを願いま
す。 

 
◎児童虐待のサイン 

〇こどものサイン 
いつもこどもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする 不自然な傷や打撲のあとがある 
衣類やからだがいつも汚れている 表情が乏しい、活気がない 夜遅くまで一人で遊んでいる 

〇保護者のサイン 
地域などと交流が少なく孤立している 小さいこどもを家においたまま外出している 
こどもの養育に関して拒否的、無関心である こどものけがについて不自然な説明をする 

（こども家庭庁の虐待関連資料より） 
※虐待事案対応における、子どもを一時保護する・しないの判断やその対応・手順等は、学校が決めている

ことではありません。 
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１１月行事予定 

SC は（スクールカウンセラー）・SSW は（スクールソーシャルワーカー）の略です。 

１ 金 さくリス 1~4 年通常日課 4 時間 13：30 下校 
5・6 年 5 校時準備、14：40 下校（運動会前日準備） 

２ 土 運動会（1~4 年 15：10 下校、5・6 年 15：20 下校） 
※中止時、木曜時程 4 時間（給食なし） 

３ 日 文化の日 
４ 月 振替休日 
５ 火 学級の時間 運動会予備日 
６ 水 お話朝会 クラブなし・通常日課 6 時間授業 

4~6 年 15：30 下校 
７ 木 朝読書 ５年小中合同音楽会（５年３組参加）   SSW 
８ 金 さくリス さくらんぼ校外学習         SC SSW 
９ 土 三世代ふれあいフェスタ（桜木小体育館） 
１０ 日  
１１ 月 教育相談 保育者小学校等体験① 
１２ 火 教育相談 6 年修学旅行① 保育者小学校等体験② 
１３ 水 教育相談 6 年修学旅行②  

クラブなし ※4・5 年通常日課 6 時間 
１４ 木 県民の日 学校閉庁日 
１５ 金 教育相談 4 年校外学習（宇宙劇場） 
１６ 土 自転車乗り方教室（桜木小校庭）  桜木子ども広場 
１７ 日 学童まつり（桜木小体育館） 
１８ 月 教育相談 
１９ 火 音楽朝会 食育の日 
２０ 水 教育相談 あいさつ運動 with 桜木中 クラブ活動 SSW 
２１ 木 教育相談  

市教研研修大会のため通常日課 3 時間（給食なし） 
２２ 金 教育相談 2 年校外学習（茨城自然博物館）  SC SSW 
２３ 土 勤労感謝の日 ノーメディアデー 
２４ 日  
２５ 月 教育相談 希望個人面談① 通常日課 5 時間 14：25 下校 
２６ 火 教育相談 希望個人面談② 通常日課 5 時間 14：25 下校 

スマイルタイム 学校運営協議会 10：30 
２７ 水 開校記念日（122 年） 

教育相談 希望個人面談③ 通常日課 5 時間 14：25 下校 
２８ 木 教育相談 希望個人面談④ 通常日課 5 時間 14：25 下校 
２９ 金 教育相談 希望個人面談⑤ 通常日課 5 時間 14：25 下校 
３０ 土 さいたま市小学校管楽器連盟演奏発表会  

教頭 本多辰也 理科専科 黒須直之 図工専科 久田真規子 養護教諭 松本亜有子 
キラッとかがやく宇宙の話 

 

 

 

 

 

 

休み時間に理科室の開放 たのしい図工作品の展示 健康クイズ 

１１月の生活目標 
「誰にでも親切にしよう」 

いじめ撲滅月間 
 

音楽会について 
1・3・5年生 12 月 2 日（月） 

2・4・6年生 12 月 3 日（火） 

両日とも 13：25～14：10 となります。音

楽会の後には懇談会もあります。ぜひお

越しください。 

令和６年度大宮区防災訓練 
10 月 19 日（土）に、 

大宮区役所職員、防災ア 
ドバイザー、自治会の方 
等が集まり、炊き出しや 
災害用トイレの設置、体 
育館での避難場所の割振 
りなど万が一を想定した 
訓練を実施しました。 【災害用トイレ】 

お知らせ 
10 月でスクールソーシャルワーカー 

井上 百合枝 さんの任期が満了とな
り、11 月から新たに 
 野本 昌子（のもと まさこ）さん 
が着任します。よろしくお願いします。 【元気アッププロジェクト】本部の先生方の取組を紹介します。 

レッツ・ジョイン・クリーン活動 
12 月 18 日（水）に全校児童で地域の清

掃活動を行います。 

前半 13：25～13：45 校舎内 

後半 13：55～14：25 校地内外 

保護者の皆様もお子様と一緒に清掃活

動を行いませんか。お時間に御都合がつ

きましたら、後日配布される手紙から申

し込んでください。 

「心を潤す 4 つの言葉」推進週間 
11 月 18 日（月）～22 日（金）、「登下

校時、見守ってくださる地域の方の目を
見てあいさつをしよう」と児童会が中心
となり、全校児童に呼びかけます。 
20 日（水）には桜木中学校の生徒とあ

いさつ運動を行います。 
また、教育委員会から配付されたポス

ターを各教室に掲示し、児童の意識向上
を図ります。 

お誕生日の星座をギリシャ神話
を交えて紹介しています。 

クイズを通して、健康情報を発
信しています。 

昇降口にたくさんの作品を飾っ
ています。 

鹿沼土をきれいに洗い、火山灰
を観察しました。 


